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The present paper handles the issue of structural optimization using genetic algorism with objective 
function of strain energy against dead load and seismic motion. This paper shows the examination of the issue 
of multi-objective optimization with respect to shape on the latticed shell structures and suggests a structural 
from design method.  
















































𝐸𝐿: 常時荷重に対する歪エネルギー，dun: n 節点変位ベクトル，
Fn: n 節点荷重ベクトル nod: 節点数 
 
𝐸𝑛 𝐷 = ∑ 𝐸𝐷 = ∑
1
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𝐸𝐷𝑛  : n 方向の地震動に対する歪エネルギー  
 𝐸𝐷𝑠  : S 次モードの地震動に対する歪エネルギー 
𝜌𝑠  :S 次モードの有効質量比，𝑀𝑇 :全質量 
 𝑆𝑉
2






𝐸𝐷 = √ ?̅?𝑋 𝐷
2 + ?̅?𝑌 𝐷
2 + ?̅?𝑍 𝐷
2 (3) 
𝐸𝐷 : 地震動に対する歪エネルギー 
?̅?𝑋 𝐷
2 : X 方向の各入力地震動に対する歪エネルギーの平均 
?̅?𝑌 𝐷
2 : Y 方向の各入力地震動に対する歪エネルギーの平均，
?̅?𝑍 𝐷



















φ：設計変数， 𝐸𝐿 : 常時荷重に対する歪エネルギー 
𝐸𝐷 : 地震動に対する歪エネルギー 
 
（２）例題 1 自由曲面ラチスシェル(周辺ピン支持) 
a）解析概要 
解析概要を Table1 に示す．形状は NURBS の制御点







ラメータを Table3 に示す． 
 
Table1 解析概要 
形状 正方形平面 50m×50m  
支持，接合条件 周辺ピン支持 剛接合 




E:ヤング係数， G:せん断弾性係数， σy:降伏応力度 
 
Table2 断面諸元 
d(mm) t(mm) A(cm2) I(cm4) 
267.4 6.0 49.3 4211 
d:直径， t:厚み， A:断面積， I:断面二次モーメント 
 
 
     
Fig.1 解析モデル 
 
Table3 GA のパラメータ 
探索母集団個体数 90 














EL CENTRO 1940 NS  255.4 25 
TAFT 1952 EW  248.3 25 
HACHINOHE 1968 NS 168.5 25 




EL CENTRO 1940 UD 154.2 8.1 
TAFT 1952 UD 163.6 10.7 
HACHINOHE 1968 UD 83.8 7.6 






















 Fig2 水平動の速度応答スペクトル(減衰 2%) 
 
 
Fig3 上下動の速度応答スペクトル(減衰 2%) 
 
b）結果と比較考察 
Fig5 の代表個体から，個体 1 から個体 30 にかけて立
面で見ると徐々に山のような三角形で構成された形状へ
と近づいていく傾向が見られた． 
Fig6 から，X 方向入力時の個体 1 においては，各モー
ドの地震動に対する歪エネルギーを比較した場合，2 次
~10 次モードにかけて卓越しているモードが存在してい








においても TAFT EW 波が最も地震動に対する歪エネル
ギーが大きな数値を取るため，特に大きな応答を示すと
予想される． X 方向入力時の最大応答加速度，応答変位




確認できる．Fig8 より Z 方向入力時の個体 1 においては，
49 次~69 次モードにかけて有効質量比および地震動に対
する歪エネルギーが卓越しているモードが存在している．
個体 20 においては，41 次~79 次モードにかけて有効質
量比および地震動に対する歪エネルギーが卓越している
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